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「
疫

学
・

生
物

統
計

学
」

講
義

概
要

テ
キ

ス
ト

p.
2
9

～

疫
学

と
は

何
か

，
成

り
立

ち
と

リ
ス

ク
要

因
に

つ
い

て
説

明
し

た
後

，
因

果
推

論
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

参
考

文
献

佐
藤

俊
哉

・
松

山
裕

「
疫

学
・
臨

床
研

究
に

お
け

る
因

果
推

論
」
　

In
: 

『
統

計
科

学
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

５
　

多
変

量
解

析
の

展
開

　
隠

れ
た

構
造

と
因

果
を

推
理

す
る

』
（
岩

波
書

店
，

2
0
0
2

）

R
o
th

m
an

 K
J

（
矢

野
・
橋

本
訳

）
「
ロ

ス
マ

ン
の

疫
学

」
（
篠

原
出

版
新

社
，

2
0
0
4

）

生
物

統
計

学
の

さ
ま

ざ
ま

な
手

法
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

S
li
d
e
 2

疫
学

(
e
p
i
d
e
m
i
o
l
o
g
y
)

(
e
p
i
d
e
m
i
o
l
o
g
y
)

(
e
p
i
d
e
m
i
o
l
o
g
y
)

(
e
p
i
d
e
m
i
o
l
o
g
y
)
と

は
？

国
際

疫
学

会
「
疫

学
辞

典
」
第

４
版

の
定

義
『
特

定
さ

れ
た

集
団

に
お

け
る

健
康

に
関

連
し

た
状

態
あ

る
い

は
事

象
の

分
布

と
決

定
因

子
の

研
究

，
及

び
，

こ
の

研
究

の
健

康
問

題
の

制
圧

へ
の

応
用

』

日
本

疫
学

会
編

「
疫

学
」
に

お
け

る
柳

川
の

定
義

『
明

確
に

規
定

さ
れ

た
人

間
集

団
の

中
で

出
現

す
る

健
康

関
連

の
い

ろ
い

ろ
な

事
象

の
頻

度
と

分
布

お
よ

び
そ

れ
ら

に
影

響
を

与
え

る
要

因
を

明
ら

か
に

し
て

，
健

康
関

連
の

諸
問

題
に

対
す

る
有

効
な

対
策

樹
立

に
役

立
て

る
た

め
の

科
学

』

『
明

確
に

特
定

さ
れ

た
人

間
集

団
の

中
で

出
現

す
る

健
康

に
関

す
る

様
々

な
事

象
の

頻
度

及
び

分
布

並
び

に
そ

れ
ら

に
影

響
を

与
え

る
要

因
を

明
ら

か
に

す
る

科
学

研
究

を
い

う
』
（

2
0
0
2

年
6

月
1
7

日
，

文
部

科
学

省
・
厚

生
労

働
省

「
疫

学
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」
に

お
け

る
「
疫

学
研

究
」
の

用
語

定
義

）
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有
名

な
疫

学
研

究
S
n
o
w

 J
 (

1
8
1
3
-
1
8
5
8)

の
コ

レ
ラ

の
研

究
：
当

時
コ

レ
ラ

菌
は

未
発

見
で

あ
り

，
ロ

ン
ド

ン
で

は
頻

繁
に

コ
レ

ラ
が

流
行

し
て

い
た

。
18

54
年

に
ロ

ン
ド

ン
の

ブ
ロ

ー
ド

ス
ト

リ
ー

ト
で

大
流

行
が

あ
っ

た
際

に
，

S
n
o
w

は
コ

レ
ラ

死
亡

者
の

発
生

地
図

，
死

亡
の

日
別

分
布

表
を

作
成

し
，

詳
細

な
症

例
検

討
を

加
え

て
，

流
行

の
原

因
と

な
っ

た
共

同
井

戸
の

コ
レ

ラ
菌

汚
染

を
突

き
止

め
た

。
記

述
疫

学
研

究
。

P
an

u
m

 P
L
 (

1
8
2
0
-
18

85
)
の

麻
疹

の
研

究
：
デ

ン
マ

ー
ク

領
フ

ァ
ロ

ー
島

は
そ

れ
ま

で
65

年
間

な
か

っ
た

麻
疹

が
1
8
4
6

年
に

大
流

行
し

た
の

で
，

P
an

u
m

は
数

千
人

の
患

者
を

診
察

し
て

，
大

流
行

の
原

因
，

感
受

性
と

終
生

免
疫

，
接

触
か

ら
発

症
ま

で
の

期
間

，
感

染
可

能
期

間
な

ど
を

明
ら

か
に

し
た

。

G
re

gg
 N

M
：

1
9
4
1

年
に

シ
ド

ニ
ー

な
ど

で
多

発
し

た
先

天
性

白
内

障
の

観
察

か
ら

，
そ

の
前

年
に

起
こ

っ
た

風
疹

流
行

と
母

親
の

当
該

児
妊

娠
初

期
が

一
致

す
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

高
木

兼
寛

 
(1

84
9
-
1
9
1
5
)
の

脚
気

の
研

究
：

18
8
4

年
に

脚
気

の
原

因
が

食
事

の
欠

陥
に

あ
る

と
見

当
を

つ
け

，
脚

気
が

多
発

し
て

い
た

海
軍

の
軍

艦
乗

組
員

の
遠

洋
航

海
の

際
の

食
事

を
変

え
て

，
大

麦
，

大
豆

，
牛

肉
を

増
や

す
こ

と
に

よ
っ

て
，

炭
素

に
対

す
る

窒
素

割
合

を
増

や
し

た
ら

，
脚

気
が

減
っ

た
。

真
の

原
因

が
ビ

タ
ミ

ン
B

1
不

足
で

あ
る

こ
と

ま
で

は
わ

か
ら

な
か

っ
た

が
，

こ
の

介
入

研
究

に
よ

っ
て

，
食

事
に

原
因

が
あ

る
こ

と
は

明
ら

か
に

な
っ

た
。
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疫
学

研
究

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

"
5
-
W

-
B

ri
d
ge

"
：
疾

病
に

つ
い

て
，

い
つ

，
ど

こ
で

，
誰

が
，

ど
ん

な
病

気
に

，
何

故
罹

っ
た

か
を

明
ら

か
に

で
き

れ
ば

，
原

因
も

突
き

止
め

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

。
そ

の
た

め
に

必
要

な
手

順
と

し
て

，

疾
病

分
類

の
明

確
化

：
共

通
の

分
類

基
準

が
必

要
。

調
査

対
象

ま
た

は
調

査
資

料
の

選
択

：
ど

う
い

う
デ

ー
タ

を
使

う
か

？

調
査

す
べ

き
疾

病
量

の
把

握
：
集

団
に

お
け

る
疾

病
罹

患
状

況
を

示
す

指
標

の
性

質
を

把
握

す
る

。

調
査

方
法

の
選

択
：
記

述
疫

学
か

分
析

疫
学

か
介

入
研

究
か

？

調
査

の
実

施
と

結
果

の
分

析
：
基

本
的

に
統

計
学

を
利

用
す

る
。

結
果

の
解

釈
と

評
価

：
因

果
関

係
の

判
断

は
難

し
い

。

以
下

，
こ

れ
ら

の
手

順
に

つ
い

て
個

別
に

説
明

す
る
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疾
病

分
類

疾
病

分
類

=
あ

る
一

定
の

基
準

に
よ

り
疾

病
を

分
類

す
る

体
系

。
疾

病
の

単
位

を
明

確
に

し
，

異
な

る
調

査
結

果
を

比
較

す
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

。
す

べ
て

の
疾

病
に

つ
い

て
漏

れ
が

無
く
重

複
も

な
い

の
が

理
想

。

国
際

疾
病

分
類

（
In

te
rn

at
io

n
al

 C
la

ss
if
ic

at
io

n 
o
f 

D
is

e
as

e
s

＝
IC

D
）：

W
H

O
の

前
身

で
あ

る
国

際
会

議
の

協
議

に
よ

り
1
9
00

年
に

制
定

さ
れ

，
約

1
0

年
毎

に
改

定
さ

れ
，

1
9
9
5
 
年

か
ら

第
1
0

回
修

正
国

際
疾

病
分

類
（

IC
D

-
1
0

）
が

使
わ

れ
て

い
る

。
IC

D
-
9

で
は

４
桁

（
３

桁
＋

小
数

点
＋

１
桁

）
の

数
字

で
分

類
，

IC
D

-
1
0

で
は

最
初

の
文

字
を

U
以

外
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
に

し
た

の
で

最
大

24
9
9
9

種
類

ま
で

分
類

で
き

る
。

実
際

の
項

目
数

も
約

7
0
0
0

か
ら

約
14

00
0

に
倍

増
。

既
存

資
料

に
基

づ
い

て
死

亡
率

や
罹

患
率

の
長

期
的

な
変

化
を

調
べ

る
と

き
は

，
分

類
に

使
わ

れ
て

い
る

IC
D

の
回

の
違

い
に

よ
る

カ
テ

ゴ
リ

の
違

い
の

影
響

を
受

け
な

い
よ

う
に

工
夫

す
る

。
こ

の
細

か
い

分
類

を
基

本
分

類
と

い
い

，
そ

れ
に

対
し

て
，

と
く
に

死
因

に
対

し
て

は
，

個
々

の
疾

病
を

約
13

0
項

目
に

ま
と

め
た

死
因

分
類

と
い

う
も

の
を

用
い

る
の

が
普

通
で

あ
る

（
IC

D
-
9

で
は

死
因

簡
単

分
類

と
呼

ば
れ

た
）
。

国
連

や
W

H
O

の
統

計
資

料
は

基
本

分
類

で
な

く
て

死
因

分
類

や
死

因
簡

単
分

類
で

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

死
亡

診
断

書
：
人

口
動

態
統

計
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
上

で
は

，
そ

の
元

に
な

る
死

亡
診

断
書

の
内

容
を

把
握

す
べ

き
で

あ
る

（
テ

キ
ス

ト
p.

32
，

図
3
-
1

を
参

照
）
。

人
口

動
態

統
計

に
死

因
と

し
て

記
載

さ
れ

る
の

は
，

周
産

期
死

亡
を

除
き

原
死

因
で

あ
る

こ
と

に
注

意
（
そ

れ
で

は
不

都
合

な
場

合
は

あ
る

一
定

の
準

則
に

よ
り

修
正

さ
れ

る
）
。
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使
う

デ
ー

タ

調
査

を
す

る
に

せ
よ

，
既

存
資

料
を

使
う

に
せ

よ
，

ま
ず

リ
ス

ク
曝

露
人

口
(p

o
p
u
la

ti
o
n
 a

t 
ri
sk

)
の

特
定

が
必

要
。

リ
ス

ク
曝

露
人

口
は

疾
病

の
程

度
を

示
す

た
め

の
分

母
と

な
る

。
例

え
ば

，
子

宮
ガ

ン
で

は
女

性
全

員
。

国
民

全
体

を
対

象
と

す
る

場
合

は
，

国
勢

調
査

に
よ

る
日

本
人

口
を

使
う

の
が

普
通

。
厳

密
に

考
え

れ
ば

７
月

１
日

時
点

の
人

口
を

年
央

人
口

と
し

て
使

い
た

い
と

こ
ろ

だ
が

，
国

勢
調

査
で

は
1
0

月
１

日
時

点
の

推
計

人
口

が
提

示
さ

れ
る

の
で

，
そ

れ
を

年
央

人
口

と
し

て
使

う
の

が
普

通
で

あ
る

。

厳
密

な
リ

ス
ク

曝
露

人
口

の
把

握
が

困
難

な
場

合
は

，
別

の
測

定
し

や
す

い
値

で
代

用
す

る
こ

と
も

あ
る

。

既
存

資
料

を
使

う
場

合
は

，
ど

の
よ

う
に

実
施

さ
れ

た
調

査
の

結
果

を
，

ど
の

よ
う

な
指

標
を

使
っ

て
ま

と
め

た
資

料
な

の
か

と
い

う
点

を
吟

味
し

て
扱

う
必

要
が

あ
る

。
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標
本

抽
出

法
と

は
？

疫
学

調
査

で
得

ら
れ

た
結

果
を

適
用

し
た

い
集

団
（
介

入
研

究
で

い
う

参
照

集
団

，
統

計
的

に
は

母
集

団
）
の

全
数

を
調

査
す

る
悉

皆
調

査
は

，
費

用
や

時
間

な
ど

の
制

約
，

あ
る

い
は

そ
の

必
要

が
な

い
，

回
収

率
が

低
く
て

バ
イ

ア
ス

が
大

き
い

等
の

理
由

で
実

施
さ

れ
な

い
こ

と
が

多
い

。

そ
の

代
わ

り
に

，
集

団
全

体
を

代
表

す
る

適
当

な
サ

イ
ズ

の
標

本
を

う
ま

く
選

ん
で

や
れ

ば
よ

い
こ

と
に

な
る

。

如
何

に
う

ま
く
集

団
全

体
を

代
表

す
る

よ
う

な
標

本
を

選
ぶ

か
と

い
う

目
的

で
考

案
さ

れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
方

法
を

総
称

し
て

標
本

抽
出

法
と

呼
ぶ

。

単
純

無
作

為
抽

出
，

層
化

無
作

為
抽

出
，

集
束

抽
出

，
確

率
比

例
抽

出
な

ど
。
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有
病

割
合

(
p
r
e
v
a
l
e
n
c
e
)

(
p
r
e
v
a
l
e
n
c
e
)

(
p
r
e
v
a
l
e
n
c
e
)

(
p
r
e
v
a
l
e
n
c
e
)

「
あ

る
集

団
の

あ
る

一
時

点
で

疾
病

あ
り

の
人

数
」
を

「
あ

る
集

団
の

調
査

対
象

人
数

」
で

割
っ

た
値

意
味

：
急

性
感

染
症

で
有

病
割

合
が

高
い

な
ら

患
者

が
次

々
に

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
が

，
慢

性
疾

患
の

場
合

は
そ

う
と

は
限

ら
な

い
。

応
用

：
行

政
施

策
と

し
て

必
要

な
医

療
資

源
や

社
会

福
祉

資
源

の
算

定
に

役
立

つ

例
：
高

血
圧

や
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
血

症
の

有
病

割
合

が
高

い
。
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罹
患

率
(
i
n
c
i
d
e
n
c
e
 
r
a
t
e
)

(
i
n
c
i
d
e
n
c
e
 
r
a
t
e
)

(
i
n
c
i
d
e
n
c
e
 
r
a
t
e
)

(
i
n
c
i
d
e
n
c
e
 
r
a
t
e
)

発
生

率
。

個
々

の
観

察
人

年
の

総
和

で
発

生
数

を
割

っ
た

値
。

次
元

は
１

／
年

。

“
A

 D
ic

ti
o
n
ar

y 
o
f 
E
pi

de
m

io
lo

gy
, 
4
th

 E
d.

”
に

明
記

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

，
in

c
id

e
n
c
e

は
発

生
数

。

感
受

性
の

人
の

中
で

新
た

に
罹

患
す

る
人

が
分

子
。

再
発

を
含

む
場

合
は

そ
う

明
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

意
味

：
瞬

時
に

お
け

る
病

気
へ

の
か

か
り

や
す

さ
。

つ
ま

り
疾

病
罹

患
の

危
険

度
（
リ

ス
ク

）
を

示
す

。

疾
病

発
生

状
況

と
有

病
期

間
が

安
定

し
て

い
れ

ば
，

平
均

有
病

期
間

＝
有

病
割

合
／

罹
患

率



S
li
d
e
 

1
0

年
齢

に
よ

る
標

準
化

の
方

法

死
亡

率
の

場
合

な
ら

，
直

接
法

年
齢

調
整

死
亡

率
と

間
接

法
年

齢
調

整
死

亡
率

と
な

る

直
接

法
は

，
対

象
集

団
の

年
齢

構
成

が
基

準
集

団
と

同
じ

だ
っ

た
場

合
に

対
象

集
団

の
年

齢
別

死
亡

率
に

従
っ

て
死

亡
が

起
こ

っ
た

ら
全

体
と

し
て

の
死

亡
率

は
ど

う
な

る
か

と
考

え
る

思
想

。
情

報
と

し
て

は
対

象
集

団
の

年
齢

別
死

亡
率

が
必

要

間
接

法
は

，
対

象
集

団
が

基
準

集
団

の
年

齢
別

死
亡

率
に

従
っ

て
死

ん
だ

場
合

に
期

待
さ

れ
る

死
亡

数
で

実
際

の
対

象
集

団
の

死
亡

数
を

割
っ

て
標

準
化

死
亡

比
(S

M
R

)
を

出
し

，
そ

れ
に

基
準

集
団

の
死

亡
率

を
掛

け
て

得
る

。
対

象
集

団
に

つ
い

て
の

情
報

と
し

て
は

，
年

齢
別

人
口

と
総

死
亡

数
が

わ
か

っ
て

い
れ

ば
十

分
S
li
d
e
 

1
1

相
対

危
険

（
R
e
l
a
t
i
v
e
 
R
i
s
k

R
e
l
a
t
i
v
e
 
R
i
s
k

R
e
l
a
t
i
v
e
 
R
i
s
k

R
e
l
a
t
i
v
e
 
R
i
s
k
）

曝
露

群
の

リ
ス

ク
の

対
照

群
の

リ
ス

ク
に

対
す

る
比

リ
ス

ク
と

し
て

累
積

罹
患

率
を

と
る

と
，

累
積

罹
患

率
比

（
c
u
m

u
la

ti
ve

 i
n
c
id

e
n
c
e
 r

at
e
 r

at
io

）
ま

た
は

リ
ス

ク
比

（
ri
sk

 r
at

io
）

リ
ス

ク
と

し
て

罹
患

率
を

と
る

と
，

罹
患

率
比

（
in

c
id

e
n
c
e
 r

at
e
 r

at
io

）

リ
ス

ク
と

し
て

死
亡

率
を

と
る

と
，

死
亡

率
比

（
m

o
rt

al
it
y 

ra
te

 r
at

io
）

罹
患

率
比

と
死

亡
率

比
を

合
わ

せ
て

率
比

（
ra

te
 

ra
ti
o

）
と

い
う

S
li
d
e
 

1
2

オ
ッ

ズ
比

（
O
d
d
s
 
R
a
t
i
o

O
d
d
s
 
R
a
t
i
o

O
d
d
s
 
R
a
t
i
o

O
d
d
s
 
R
a
t
i
o
）

オ
ッ

ズ
（
あ

る
事

象
が

起
き

る
確

率
の

起
き

な
い

確
率

に
対

す
る

比
）
の

比

2
種

類
の

オ
ッ

ズ
比

（
コ

ホ
ー

ト
研

究
に

お
け

る
累

積
罹

患
率

の
オ

ッ
ズ

比
と

患
者

対
照

研
究

に
お

け
る

曝
露

率
の

オ
ッ

ズ
比

）
は

数
値

と
し

て
は

一
致

す
る

。

オ
ッ

ズ
比

は
（
稀

な
疾

病
の

場
合

）
率

比
の

近
似

値
と

し
て

価
値

が
あ

る

交
絡

因
子

を
調

整
し

て
オ

ッ
ズ

比
を

出
す

に
は

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
な

ど

病
気

あ
り

病
気

な
し

曝
露

あ
り
a

人
b

人
曝

露
な

し
c

人
d

人

左
の

表
の

よ
う

な
観

察
結

果
が

あ
る

と
き

，
コ

ホ
ー

ト
研

究
に

お
け

る
疾

病
オ

ッ
ズ

比
(d
is
ea
se
 

o
d
d
s 
ra
ti
o
)
は
(a
/b
)/
(c
/d
)=
(a
d
)/
(b
c)

と
な

り
，

患
者

対
照

研
究

に
お

け
る

曝
露

オ
ッ

ズ
比

(e
x
p
o
su
re
 o
d
d
s 
ra
ti
o
)
は

(a
/c
)/
(b
/d
)=
(a
d
)/
(b
c)

と
な

っ
て

一
致

す
る

。
断

面
研

究
に

お
け

る
有

病
割

合
オ

ッ
ズ

比
も

一
致

す
る

。

S
li
d
e
 

1
3

誤
差

誤
差

＝
真

値
と

の
差

標
本

誤
差

＝
標

本
抽

出
の

偶
然

変
動

に
伴

う
母

集
団

の
真

値
と

の
差

（
標

本
サ

イ
ズ

が
大

き
い

ほ
ど

小
さ

い
）

非
標

本
誤

差
＝

標
本

誤
差

以
外

の
誤

差
（
例

え
ば

不
適

切
な

標
本

抽
出

に
よ

る
誤

差
）

ラ
ン

ダ
ム

な
誤

差
（
偶

然
誤

差
）

ラ
ン

ダ
ム

な
誤

差
が

小
さ

い
＝

精
度

(p
re

c
is

io
n
)
が

高
い

系
統

的
な

誤
差

＝
バ

イ
ア

ス

研
究

デ
ザ

イ
ン

，
デ

ー
タ

収
集

，
分

析
，

レ
ビ

ュ
ー

，
出

版
な

ど
，

研
究

の
さ

ま
ざ

ま
な

段
階

で
起

こ
り

う
る

。

系
統

的
な

誤
差

が
小

さ
い

＝
正

確
さ

(a
c
c
u
ra

c
y)

が
高

い

S
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d
e
 

1
4

バ
イ

ア
ス

の
制

御

無
作

為
化

(r
an

do
m

iz
at

io
n
)
：
ラ

ン
ダ

ム
に

群
分

け
を

す
る

こ
と

で
介

入
以

外
の

条
件

を
確

率
的

に
均

質
化

マ
ッ

チ
ン

グ
(m

at
c
h
in

g)
：
交

絡
因

子
の

条
件

が
似

る
よ

う
に

対
照

群
を

選
ぶ

層
化

(s
tr

at
if
ic

at
io

n
)
：
交

絡
因

子
の

カ
テ

ゴ
リ

別
に

解
析

す
る

こ
と

で
交

絡
因

子
の

影
響

を
除

く

標
準

化
(s

ta
n
da

rd
iz

at
io

n
)
：
基

準
集

団
を

決
め

て
交

絡
因

子
の

カ
テ

ゴ
リ

別
割

合
を

調
整

す
る

こ
と

で
交

絡
因

子
の

影
響

を
取

り
除

く

限
定

：
交

絡
因

子
の

１
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
に

属
す

る
者

だ
け

を
対

象
と

し
て

分
析

す
る

こ
と

で
，

交
絡

因
子

の
影

響
を

取
り

除
く

S
li
d
e
 

1
5

因
果

関
係

疫
学

の
目

的
は

，
集

団
の

健
康

を
増

進
し

守
り

保
つ

こ
と

で
あ

り
，

そ
の

た
め

に
健

康
に

影
響

す
る

要
因

を
明

ら
か

に
す

る
の

だ
か

ら
，

要
因

→
影

響
の

関
係

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。

し
か

し
，

相
対

危
険

と
過

剰
危

険
の

と
こ

ろ
で

触
れ

た
よ

う
に

，
そ

こ
を

は
っ

き
り

さ
せ

る
こ

と
は

難
し

い
。

要
因

と
影

響
の

間
に

何
ら

か
の

関
連

が
あ

る
こ

と
は

，
数

学
的

に
は

相
関

関
係

で
表

さ
れ

る
。

が
，

因
果

関
係

が
あ

る
か

ど
う

か
は

別
物

で
あ

る
。

も
っ

と
も

強
い

因
果

関
係

は
，

生
物

学
的

に
，

要
因

が
影

響
を

起
こ

す
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
明

ら
か

で
あ

り
，

そ
れ

が
常

に
成

り
立

つ
場

合
に

い
え

る
（
生

物
学

的
因

果
関

係
）
。

S
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d
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1
6

個
人

レ
ベ
ル

で
の

因
果
関

係
は

立
証

可
能

か
？

例
え

ば
，

香
港

に
旅

行
す

る
こ

と
が

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

罹
患

の
要

因
と

な
る

か
ど

う
か

を
知

り
た

い
と

す
る

Ａ
さ

ん
と

い
う

個
人

に
着

目
す

る
と

，
Ａ

さ
ん

は
香

港
に

旅
行

す
る

か
し

な
い

か
ど

ち
ら

か
の

行
動

し
か

と
り

え
な

い
し

，
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
に

罹
る

か
罹

ら
な

い
か

の
ど

ち
ら

か
の

結
果

し
か

あ
り

え
な

い

つ
ま

り
，

Ａ
さ

ん
が

香
港

に
旅

行
し

て
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
に

罹
っ

た
と

い
う

事
実

が
あ

る
と

き
に

，
Ａ

さ
ん

が
香

港
に

旅
行

し
な

か
っ

た
か

ら
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
に

罹
ら

な
か

っ
た

と
い

う
事

実
は

あ
り

え
な

い
の

で
，

個
人

レ
ベ

ル
で

の
因

果
関

係
は

立
証

不
可

能
で

あ
る

こ
う

い
う

考
え

方
を

反
事

実
(c

o
u
n
te

rf
ac

tu
al

)
モ

デ
ル

と
い

う
。

す
る

と
，

目
の

前
の

患
者

さ
ん

の
病

気
に

つ
い

て
，

因
果

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
か

？

S
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1
7

集
団

レ
ベ

ル
で

の
因

果
関

係

喫
煙

し
て

い
て

肺
が

ん
に

か
か

っ
た

Ａ
さ

ん
が

喫
煙

し
な

か
っ

た
場

合
の

観
察

事
実

は
あ

り
え

な
い

が
，

喫
煙

と
い

う
曝

露
条

件
を

も
つ

集
団

Ａ
に

対
し

て
，

喫
煙

以
外

喫
煙

以
外

喫
煙

以
外

喫
煙

以
外

の ののの
条

件
条

件
条

件
条

件
が

ほ
と

ん
ど

が
ほ

と
ん

ど
が

ほ
と

ん
ど

が
ほ

と
ん

ど
同 同同同

じ じじじ
集

団
Ｂ

を
設

定
し

て
，

集
団

Ａ
と

集
団

Ｂ
の

間
で

肺
が

ん
の

発
生

率
を

比
較

す
る

こ
と

は
で

き
る

。

集
団

レ
ベ

ル
の

因
果

関
係

が
い

え
れ

ば
，

個
人

で
も

そ
の

可
能

性
が

高
い

だ
ろ

う
と

推
論

で
き

る

実
は

，
こ

の
集

団
Ａ

と
Ｂ

が
，

喫
煙

と
い

う
要

因
が

肺
が

ん
と

い
う

疾
病

に
影

響
す

る
関

係
に

お
け

る
，

曝
露

群
と

対
照

群
で

あ
る

。

「
喫

煙
以

外
の

条
件

が
ほ

と
ん

ど
同

じ
」
に

な
る

よ
う

に
対

照
群

を
選

ぶ
操

作
を

マ
ッ

チ
ン

グ
と

呼
ぶ

。

た
だ

し
，

患
者

対
照

研
究

で
は

マ
ッ

チ
ン

グ
に

注
意

が
必

要

S
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1
8

因
果

因
果

因
果

因
果

パ
イ

モ
デ

ル
パ

イ
モ

デ
ル

パ
イ

モ
デ

ル
パ

イ
モ

デ
ル
(R
o
th
m
a
n
, 
2
0
0
2
な

ど
な

ど
な

ど
な

ど
)

複
数

の
因

子
を

含
む

因
果

関
係

で
は

，
そ

の
因

子
の

組
み

合
わ

せ
は

一
通

り
と

は
限

ら
な

い
。

そ
れ

ら
の

因
子

が
揃

え
ば

必
ず

疾
病

が
起

こ
る

と
い

う
条

件
の

組
を

十
分

要
因

群
(s

u
ff
ic

ie
n
t 

c
au

se
s)

と
い

う
。

十
分

要
因

群
を

構
成

す
る

個
々

の
要

因
を

構
成

要
因

(c
o
m

p
o
n
e
n
t 

c
au

se
s)

と
い

う
。

十
分

要
因

群
の

組
を

円
グ

ラ
フ

の
形

で
表

し
た

も
の

を
因

果
パ

イ
モ

デ
ル

と
呼

ぶ
（
下

図
は

，
あ

る
疾

病
を

引
き

起
こ

す
３

種
の

十
分

要
因

群
;出

典
は

R
o
th

m
an

, 
2
0
0
2

）

A AAA

E EEE

D DDD
C CCC

B BBB

A AAA

H HHH

G GGG
F FFF

B BBB
A AAA

J JJJ

I III
F FFF

C CCC

ひ
と

つ
の

因
果

メ
カ

ニ
ズ

ム

ひ
と

つ
の

構
成

要
因


